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４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別
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である。
【事業概要】

【本年度の事業内容】

より多くの方に受診していただき早期発見早期治療につなげるために検診を実施するもの
がん検診は、自治体の裁量だが、。本町では国が定める対象年齢より引き下て拡大し、
【必要性】
集団検診（鳥取県保健事業団）と個別医療機関（中部医師会）に委託して実施する。
胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん・前立腺がんの各種がん検診について、町

昨年度に引き続き医療保険者に義務付けられない事業を健康増進法に基づき実施するもの
●継続

ともに支え合い笑顔いっぱいのまちづくり（保健・医療の充実）

で受診者数の増加をねらう。
検診が受けやすい体制は整っているので、受診に対する意識付けをこまめにしていくこと
【効果】
同時に意向調査を返信していただき、検診に対する意識付けを行うこととした。
施方法に多少変更を加えながら、推進していく。大きなポイントとしては、受診券配布と
H20年度の医療制度改革以降、検診受診率の低迷が目立っており、受診率向上のために実
昨年度に引き続き、集団検診・個別医療機関検診で実施する。

健康増進法（平成十四年法律第百三号）

【県補助金】
　　休日がん検診実施支援事業　上限　80千円

　　26,828千円
【一般財源】

【その他】がん検診自己負担金
　　    96千円

会計 001 一般会計 04款 01項 05目 01300000事業 1頁


